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News!

News!

子実とうもろこし収穫実演会を実施

「あきたこまち」40周年祝い感謝祭

宮城県JA古川との大規模実証　10㌃ 900㌔超す

「あきたこまち」・せんべい配り、多彩な催しでにぎわう

米穀部

秋田県本部

　
全
農
は
、９
月
10
日
に
宮
城
県
Ｊ
Ａ
古
川
の
協
力
の
も
と
、Ｊ
Ａ
管

内
の
圃ほ
じ
ょ
う場
で
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
実
演
会
を
実
施
し
、全
国
か

ら
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
秋
田
県
本
部
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
秋
田
は
、「
あ
き
た
こ
ま
ち
」が
9

月
7
日
に
デ
ビ
ュ
ー
40
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、40
年
間
支

え
て
き
た
生
産
者
と
消
費
者
に
感
謝
を
伝
え
る「
あ
き
た
こ
ま
ち
感

謝
祭
」を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
秋
田（
秋
田
市
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
古
川
で
の
大
規
模
実

証
は
今
年
が
3
年
目
の
最
終

年
度
。
実
演
会
冒
頭
、
同
J
A

の
佐
々
木
浩
治
組
合
長
か
ら
は

「
非
常
に
大
き
な
成
果
が
得
ら

れ
、
全
国
に
発
信
で
き
る
取
り

組
み
と
な
っ
た
」。ま
た
、大
豆
・

麦
生
産
組
織
連
絡
協
議
会
の
鈴

木
正
一
会
長
か
ら
は「
今
後
は
、

当
初
想
定
し
て
い
た
子
実
と
う

も
ろ
こ
し
・
大
豆
・
水
稲
の
3

輪
作
体
系
に
麦
を
加
え
た
、
3

年
4
作
に
も
取
り
組
み
た
い
」と

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
年
の
生
育
状
況

な
ど
の
説
明
、
大
型
機
械
に
よ

　

来
場
し
た
先
着
7
0
0
人

一
人
一
人
に
対
し
て
、
秋
田
県

本
部
の
小
松
忠
彦
運
営
委
員

会
会
長
や
椎
川
浩
県
本
部
長
が
、

「
40
周
年
記
念
デ
ザ
イ
ン
の
あ

き
た
こ
ま
ち
2
合
」と「
40
周
年

記
念
あ
き
た
こ
ま
ち
せ
ん
べ
い
」

を
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
配

布
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
秋
田
あ
く

ら
ビ
ー
ル
」と
コ
ラ
ボ
し
、原
料

の
一
部
に「
あ
き
た
こ
ま
ち
」を

使
用
し
た
40
周
年
記
念
ビ
ー
ル

や
、「
あ
き
た
こ
ま
ち
」の
お
に

ぎ
り
・
弁
当
な
ど
を
販
売
。ス

テ
ー
ジ
で
は「
な
ま
は
げ
太
鼓
」

や
来
場
者
が
参
加
で
き
る「
お

米
40
㌔
重
量
挙
げ
選
手
権
」を

行
い
、優
勝
者
に
は「
あ
き
た
こ

ま
ち
」40
㌔
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」の
誕
生

か
ら
現
在
ま
で
を
紹
介
し
た

年
表
パ
ネ
ル
、
県
本
部
が
公
式

I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
７

月
か
ら
40
日
間
投
稿
を
続
け
て

き
た「
＃
拝
啓
あ
き
た
こ
ま
ち

よ
り
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
展
示

し
、
会
場
は「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

一
色
と
な
り
ま
し
た
。

る
刈
り
取
り
収
穫
・
残ざ
ん
さ渣

処

理
・
す
き
込
み（
プ
ラ
ウ
）作
業

が
一
貫
し
て
行
わ
れ
、機
器
を
用

い
た
カ
ビ
毒
検
査
の
実
演
な
ど

も
実
施
し
ま
し
た
。
収
穫
実
演

し
た
圃
場
の
収
量
は
、
ア
ワ
ノ

メ
イ
ガ
や
帰
化
ア
サ
ガ
オ
の
適

期
防
除
を
徹
底
し
た
こ
と
に
よ

り
、
10
㌃
当
た
り
９
０
０
㌔
を

超
え
、前
年
の
全
体
平
均
収
量

５
７
５
．５
㌔
を
大
き
く
上
回

り
ま
し
た
。

　

今
後
、後
作
大
豆
の
収
量
調

査
な
ど
も
行
い
、
3
年
間
の
実

証
試
験
の
内
容
を
取
り
ま
と
め

る
予
定
で
す
。

大型機械での刈り取り収穫

会場は多くの人でにぎわった

前年を上回る収量となった子実とうもろこし

「あきたこまち」のおにぎりや弁当を販売
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News!

News!

ピーマン自動収穫ロボット実証実験

羽田空港第1ターミナル　バナー広告を更新

産地での実証は全国初　３年後の実装を目指す

「農協シリーズ」「JAタウン」５度目のリニューアル

岩手県本部

広報・調査部

　
岩
手
県
本
部
は
、J
A
全
農
い
わ
て
先
進
園
芸
実
証
農
場
で
ピ
ー
マ

ン
自
動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。レ
ー
ル
走
行
式

の
ピ
ー
マン
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
が
産
地
で
利
用
さ
れ
る
の
は
全
国
初
で
す
。

　

全
農
は
10
月
1
日
、羽
田
空
港
第
1
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
掲
出
中
の
バ

ナ
ー
広
告
を
2
0
2
4
年
度
下
期
デ
ザ
イ
ン
へ
更
新
し
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
、搭
載
カ
メ
ラ
に

映
し
出
さ
れ
た
ピ
ー
マ
ン
が
収

穫
に
適
し
て
い
る
か
A
I
（
人

工
知
能
）を
用
い
て
判
別
し
、

ア
ー
ム
に
つ
い
た
は
さ
み
で
収
穫

し
ま
す
。収
穫
作
業
を
任
せ
き
り

に
で
き
る
た
め
、人
手
を
ほ
か
の

作
業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
利

点
で
す
。

　
県
本
部
で
は
3
年
後
の
実
装

　
22
年
度
か
ら
掲
出
を
開
始
し

た
羽
田
空
港
第
1
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
バ
ナ
ー
広
告
に
つ
い
て
、今
回

5
度
目
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

　

バ
ナ
ー
広
告
を
通
じ
て
、
空

港
を
利
用
す
る
幅
広
い
世
代
の

利
用
者
に
対
し
て
全
農
の
社
会

的
役
割
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

国
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
、

全
農
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
向
上

に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
3
0
年
の
全
農
グ
ル
ー

プ
の
目
指
す
姿
に
向
け
た
ブ
ラ

ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ「
食
と
農
を
未

来
へつ
な
ぐ
。」を
記
し
た
バ
ナ
ー

は
、全
農
の
認
知
度
・
好
感
度

を
目
指
し
、農
場
の
施
設
化
を

含
め
た「
ピ
ー
マ
ン
栽
培
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」と
し
て
、県
内
へ
の
導

入
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

　
県
本
部
園
芸
部
生
産
振
興
戦

略
室
の
平
坂
健
宏
室
長
は「
農

業
従
事
者
の
減
少
や
人
手
不

足
、夏
場
の
酷
暑
で
の
作
業
と

い
っ
た
課
題
が
あ
る
中
、農
場
の

施
設
化
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
技
術
の

導
入
で
安
定
的
な

生
産
と
収
入
が
見

込
め
る
農
業
の
構

築
を
目
指
し
た
い
。

実
証
試
験
期
間
中

は
視
察
も
で
き
る
の

で
、ま
ず
は
多
く
の

生
産
者
に
収
穫
作

業
が
自
動
化
で
き

る
こ
と
を
実
際
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

視
察
は
事
前
申

し
込
み
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

向
上
を
図
る
た
め
に
引
き
続
き

掲
出
し
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内
容
は
、「
農

協
シ
リ
ー
ズ
」の
バ
ナ
ー
を
、食

を
楽
し
む
子
ど
も
の
笑
顔
を
中

心
に
、「
食
と
農
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
。」の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

訴
求
す
る
デ
ザ
イ
ン
に
更
新
。ま

た
、「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」の
バ
ナ
ー
は
、

全
農
が
運
営
す
る
産
地
直
送
通

販
サ
イ
ト
と
し
て
の
認
知
度
向

上
を
図
る
た
め
、秋
冬
デ
ザ
イ
ン

に
変
更
す
る
と
と
も
に
、「
通
販

サ
イ
ト
」で
あ
る
こ
と
が
連
想
し

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。

農
作
業
用
レ
ー
ル
の
上
を
自
走
し
な
が
ら
ピ
ー
マ
ン
を
収

穫
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

「JAタウン」の
 バナー広告

「農協シリーズ」の
 バナー広告
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News!

News!

大阪の商談会に全農グループ共同出展

ジュンテンドーと包括連携協定締結

万博のインバウンド需要に着目し農畜産物・加工品を提案

ＪＡ広島市管内のジュンテンドーの一部店舗で営農用資材の取り扱いを開始

営業開発部

耕種資材部

　
全
農
は
、
9
月
4
、
5
日
に
大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
た「
フ
ー
ド
ス

ト
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
フ
ェ
ア
2
0
2
4
」に
全
国
農
協
食
品
㈱
、

全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
、J
A
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
㈱
、J
A
全
農
た

ま
ご
㈱
、J
A
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
、
全
農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
㈱
、
協

同
乳
業
㈱
と
共
同
出
展
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
９
月
18
日
、中
国
・
近
畿
地
方
で
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
展

開
す
る
㈱
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー（
本
社
：
島
根
県
、
営
業
本
部
：
広
島

県
）と
営
農
用
資
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
、調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
商
談
会
に
は
4
4
6
団
体
が

出
展
し
、1
万
6
1
5
2
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

全
農
グ
ル
ー
プ
の
ブ
ー
ス
で

は
、「
食
と
農
を
未
来
へ
つ
な
ぐ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

Ｏ
Ｆ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」を
テ
ー
マ
に
、来
年
開
催
予

定
の
大
阪
万
博
に
お
け
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
に
着
目
し
て
国

産
農
畜
産
物
や
加
工
品
の
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ン
・
麺
向
け
な
ど
、
用
途

に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
米
粉
、時
短

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
下
ゆ
で
野
菜

「
み
ん
な
の
や
さ
い
」や
加
工
品

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
肥
料
・
農

薬
な
ど
の
営
農
用
資
材
の
供
給

に
お
い
て
、組
合
員
か
ら
の
事
前

予
約
を
積
み
上
げ
て
計
画
配
送

す
る
こ
と
を
基
本
に
、組
合
員

と
の
接
点
強
化
に
向
け
た「
出

向
く
体
制
」と「
出
迎
え
る
体
制
」

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
資
材
店
舗
は
、組
合

員
を「
出
迎
え
る
」重
要
な
接
点

と
な
る
た
め
、全
農
は
こ
れ
ま
で

の
つ
く
ね
串
、グ
ミ
を
は
じ
め
と

し
た
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド

商
品
に
加
え
、
関
西
地
区
で
の

販
売
に
力
を
入
れ
る
農
協
牛
乳

を
は
じ
め
と
し
た
農
協
シ
リ
ー

ズ
商
品（
農
協
た
ま
ご
、
農
協

ロ
ー
ス
ハ
ム
、農
協
ウ
イ
ン
ナ
ー
、

農
協
ご
は
ん
な
ど
）を
P
R
し

ま
し
た
。

　

全
農
は
、グ
ル
ー
プ
会
社
と

共
同
で
今
後
も
J
F
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
商
談

会
や
J
A
グ
ル
ー
プ
国
産
農
畜

産
物
商
談
会
な
ど
の
各
種
商
談

会
の
出
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

ブースではグループ各社が試食を提供
しながら商談

全国各地の原料を使用したニッポン
エール商品を展示

Ｊ
Ａ
基
幹
店
舗
の
設
置
支
援
や

Ｃ
Ｓ
甲
子
園
の
開
催
な
ど
売
り

場
の
活
性
化
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
。

　
全
農
で
は
、Ｊ
Ａ
の
店
舗
集
約

が
進
む
中
で
も
、土
日
対
応
な

ど
の
組
合
員
の
利
便
性
を
確
保

す
る
た
め
の
対
応
策
の
一
つ
と
し

て
、外
部
企
業
と
の
連
携
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の

た
び
中
国
・
近
畿
地
方
で
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
を

展
開
す
る
ジ
ュ

ン
テ
ン
ド
ー

と
包
括
連
携

協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。今

後
、Ｊ
Ａ
広
島

市
管
内
に
あ

る
ジ
ュ
ン
テ
ン

ド
ー
の
一
部

店
舗
で
営
農

用
資
材
の
取

り
扱
い
を
開

始
し
ま
す
。

調印式に出席した（左から）JA広島中央会の上野信之専
務理事、全農の日比健常務理事、JA広島市の吉川清二
代表理事組合長、ジュンテンドーの飯塚正代表取締役社
長、広島県本部の安藤重孝県本部長
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概要

JA岩手ふるさと
（岩手県）

2024 年 3 月 31日現在

正組合員数　　　　      9834人
准組合員数　　　　     6232人
職員数                 369人
販売品取扱高           137億8千万円
購買品取扱高           48億円
貯金残高  　       1418億8千万円
長期共済保有高      3038億7千万円
主な農産物 米、ピーマン、アスパラガス、
 キュウリ、リンドウ、小菊、
 肉牛

循
環
型
農
業
で
ブ
ラ
ン
ド
構
築

循
環
型
農
業
で
ブ
ラ
ン
ド
構
築

大
区
画
化
に
対
応
し
新
Ｃ
Ｅ
稼
働

大
区
画
化
に
対
応
し
新
Ｃ
Ｅ
稼
働

　

組
合
員
の
経
営
安
定
を
目
指

し
、
農
畜
産
物
の「
安
全
・
安

心
」と「
お
い
し
さ
」の
両
立
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。販
売
力
の
強

化
や
多
様
な
販
売
形
態
、さ
ら

に
は
海
外
市
場
へ
の
輸
出
を
進

め
、ア
ジ
ア
や
欧
米
で
の
ブ
ラ
ン

ド
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

生
産
履
歴
記
帳
や
G
A
P
（
農

業
生
産
工
程
管
理
手
法
）の
導

入
に
よ
り
、リ
ス
ク
管
理
を
徹
底

し
、
質
の
高
い
営
農
指
導
を
通

じ
て
農
畜
産
物
の
品
質
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
秋
、
奥
州
市
胆
沢
小
山
峠

地
区
に
「
胆
沢
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
（
C
E
）」を
新
設

し
、
8
月
9
日
に
落
成
式
を
行

い
ま
し
た
。
施
設
は
延
べ
床
面

　

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
家
畜
の
堆

肥
を
用
い
た
循
環
型
農
業
が
実

践
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、水
稲「
ひ

と
め
ぼ
れ
」や
、高
品
質
な
ピ
ー

マ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
夏
秋
野

菜
、
ブ
ラ
ン
ド
和
牛「
前
沢
牛
」

な
ど
が
生
産
さ
れ
、
東
北
有
数

の
農
畜
産
物
の
産
地
と
し
て
地

位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

ン
の
刈
り
取
り
能
力
へ
の
対
応

を
目
的
と
し
て
新
設
し
、
9
月

6
日
か
ら
は
米
の
荷
受
け
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

生
成
A
I
（
人
工
知
能
）を

業
務
の
中
核
に
据
え
た
D
X

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

8
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
D
X
の
活
用
に
よ
り
、
業
務

の
効
率
化
と
生
産
性
向
上
を

図
り
、
職
員
が
組
合
員
に
寄
り

添
っ
た
活
動
と
対
話
を
重
視
で

き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
今

後
も
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様

に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
J
A
岩
手
ふ
る
さ
と
は
、
岩

手
県
南
部
に
位
置
し
、奥
州
市

（
江
刺
を
除
く
）と
金
ケ
崎
町
の

1
市
1
町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。西
に
は
胆
沢
川
が
生
み
出
し

た
肥ひ
よ
く沃

な
胆
沢
扇
状
地
、東
に

は
北
上
川
が
流
れ
る
田
園
地
帯

が
広
が
る
自
然
豊
か
な
環
境
が

魅
力
で
す
。

積
1
5
0
1
平
方
㍍
、
生
も
み

3
5
7
9
㌧
を
保
管
・
処
理
す

る
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
J
A
管
内
初
と
な
る
ト
ラ
ッ

ク
ス
ケ
ー
ル
を
導
入
し
、
出
荷

作
業
の
効
率
化
も
実
現
し
ま
し

た
。
施
設
は
、
旧
設
備
の
老
朽

化
や
基
盤
整
備
に
よ
る
圃ほ
じ
ょ
う場
の

大
区
画
化
、
高
性
能
コ
ン
バ
イ新設された胆沢カントリーエレベーター

胆沢扇状地の肥沃な田園地帯

輸
出
も
視
野
に
多
様
な
販
売

輸
出
も
視
野
に
多
様
な
販
売

履
歴
記
帳
や

履
歴
記
帳
や
G
A
P

G
A
P
を
徹
底

を
徹
底

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
導
入

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
導
入

高
性
能
コ
ン
バ
イ
ン
に
対
応

高
性
能
コ
ン
バ
イ
ン
に
対
応

生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務
に
活
用

生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務
に
活
用

Ｄ
Ｘ
推
進
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｄ
Ｘ
推
進
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

シンガポールでの販売促進イベント

岩手県

宮城県
山形県

秋田県
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業
大
学
へ
進
学
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
農
業
を
身
近
に
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
在
学
中
に

農
業
関
連
の
部
活
に
所
属
し
、

農
業
を
学
び
な
が
ら
実
際
に
現

場
の
方
々
と
関
わ
る
中
で
、「
世

間
で
は
農
業
の
課
題
が
話
題
に
な

る
こ
と
が
多
い
が
、
現
場
で
は
高

い
志
や
思
い
を
持
っ
て
農
業
に
取

り
組
む
農
業
者
の
方
々
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
正
し
い
情
報
を
世

間
に
も
大

学
生
に
も

知
っ
て
ほ

し
い
」
と
い

う
思
い
を

　直
近
は
㈱
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
が
農

林
水
産
省
の
令
和
6
年
度
農
業

教
育
高
度
化
事
業
に
よ
り
開
催

す
る
学
生
・
指
導
者
・
現
役
農

業
者
向
け
に
農
業
の
リ
ア
ル
を

知
り
、
学
ん
で
も
ら
う「
ミ
ラ
イ

の
農
業
を
つ
く
る
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
」に
も
運
営
側
で
参
画
し
て

い
ま
す
。

　現
地
で
の
参
加
が
難
し
い
学
生

は
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
少

人
数
制
の
農
業
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強

会「
ア
グ
リ
ゼ
ミ
」に
参
加
す
る
こ

と
で
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
の
農
業

ト
ピ
ッ
ク
を
学
び
な
が
ら
、
実
際

に
そ
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
農
業

者
・
農
業
関
係
者
の
方
々
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　よ
り
深
く
農
業
界
と
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
に

は
、
当
社
が
取
り
組
む「
農
業
界

地
図
A
g
r
i

-

m
a
p
」や「
ア

グ
リ
ゼ
ミ
」の
運
営
に
携
わ
り
、実

際
に
自
分
た
ち
で
関
心
の
あ
る
テ

持
つ
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
い
た

り
ま
す
。

　当
社
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
新

潟
県
や
秋
田
県
で
行
う
農
業
体

験
・
研
修
で
は
、
大
学
生
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
各
地
か
ら
参
加
し

た
学
生
た
ち
が
実
際
に
農
作
業
を

体
験
し
な
が
ら
普
段
聞
く
こ
と
の

で
き
な
い
農
業
者
の
方
々
の
声
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
場
や
交

流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　会
社
が
掲
げ
る
テ
ー
マ
で
あ
る

「
農
業
界
と
大
学
生
の
出
逢
い
の

場
を
創
る
」の
と
お
り
、「
農
業
×

大
学
生
」の
交
流
の
場
を
創
出
す

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
地
域
を
超
え
て
農
業
者
・

農
業
関
係
者
の
方
々
と
大
学
生

の
交
流
を
生
み
出
す
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
の「
ア
グ
リ
ゼ
ミ
」、
就
活
生

に
は
な
じ
み
の
あ
る「
業
界
地
図
」

の
農
業
版「
農
業
界
地
図
A
g

r
i

-

m
a
p
」（
ア
グ
リ
マ
ッ
プ
）

の
製
作
、
新
潟
県
長
岡
市
や
秋

田
県
大
潟
村
の
稲
作
農
家
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
開
催

す
る
稲
作
体
験
・
研
修
の
企
画
、

大
学
生
目
線
で
農
業
を
伝
え
る

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
V
O
I
C
E
」

の
製
作（
休
刊
中
）
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　私
は
実
家
が
農
家
で
は
な
い
の

で
、
大
学
に
進
学
す
る
ま
で
農
業

に
関
わ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境
問
題
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
東
京
農

農
業
に
興
味
の
あ
る
若
い
世
代
に

も
っ
と
情
報
発
信
、交
流
の
場
を

「
農
業
界
と
大
学
生
の
出
逢
い
の
場
を
創
る
」

　
　
　
　
　㈱
N
O
P
P
O
代
表
取
締
役

　福
本
由
紀
子
さ
ん
に
聞
く

オンライン開催の「アグリゼミ」

に
よ
っ
て
、取
り
組
み
が
よ
り
活
発

に
な
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　実
際
に
農
業
界
に
就
職
す
る
学

生
た
ち
の
姿
を
見
て
い
る
と
、元
々

農
業
に
興
味
が
あ
る
学
生
に
も
、

今
ま
で
農
業
と
の
関
わ
り
が
な
か

っ
た
学
生
に
も
情
報
が
届
き
、関

わ
り
を
持
て
る
方
法
が
確
実
に
増

え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
後
、

農
業
の
正
し
い
情
報
が
よ
り
多
く

の
人
に
認
知
さ
れ
、農
業
界
と
大

学
生
が
つ
な
が
る
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
り
、「
農
業
界
に
就
職
す

る
」と
い
う
こ
と
が
、よ
り
メ
ジ
ャ
ー

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、学
生
た

ち
の
後
押
し
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

│
事
業
に
つ
い
て

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

│
N
O
P
P
O
で

　
　活
動
す
る
大
学
生
は

　
　ど
の
よ
う
に
農
業
に

　
　関
わ
っ
て
い
く
の
か

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

㈱NOPPO代表取締役
福本由紀子さん

オ
ン
ラ
イ
ン「
ア
グ
リ
ゼ
ミ
」

「
農
業
界
地
図
」や

体
験
・
研
修

大
学
の
部
活
で
農
業
を
知
り

農
業
者
の
声
聞
く
場
つ
く
る

農業体験は農業者から直接話を聞ける貴重な機会

農業者に取材する学生

ミライの農業をつくる研修プログラムでの現地視察

　
㈱
N
O
P
P
O
は
、「
農
業
界
と
大
学
生
の
出
逢
い
の
場
を

創
る
」会
社
と
し
て
２
０
０
６
年
３
月
に
設
立
し
、
農
業
に
興

味
の
あ
る
大
学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
情
報
発
信
や
活
動
の
場

を
創
出
し
て
い
ま
す
。
代
表
取
締
役
の
福
本
由
紀
子
さ
ん
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　      

【
広
報
・
調
査
部
】

で   

あ

つ
く

ー
マ
を
決
め
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
方

に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
た
り
、取
材

や
記
事
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の

作
成
な
ど
を
通
じ
て
、
主
体
的
に

農
業
と
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
の
は
、

実
際
に
農
業
に
携
わ
る
農
業
者
の

方
々
や
農
業
界
で
働
く
方
々
で
す

が
、そ
こ
に
大
学
生
を
は
じ
め
と
し

た
若
い
世
代
が
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

㈱NOPPOのHPはこちら

│
N
O
P
P
O
の
事
業
を

　
　行
う
き
っ
か
け
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

若
い
世
代
増
え
て
活
発
に

「
農
業
界
に
就
職
」後
押
し

│
今
後
の
展
望
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

NOPPOの活動に参加するきっかけを教えてください。
　就職先の選択肢として農業を考え始めた時に「もっと
農業の勉強を日常的にしたい」「同世代と農業をテーマ
に交流したい」という思いから、X （旧 Twitter）で「大
学生　農業　交流」と検索。そこで NOPPOの活動を
見つけました。
｢アグリゼミ｣に参加した感想を教えてください。
　「アグリゼミ」では同世代との交流ができるだけでな
く、他の学生がどのような思いで農業と関わっているの
か知ることができ、同時に自分が農業にどのような思い
を持っているのかを見つめ直す機会になりました。また、
農業系の学校に通っているわけではない私にとって、
実際にいま農業に関わっている方からのお話を聞けた
り、情報交換ができたりすることはとても貴重な経験で
した。
　今後の農業界の担い手確保のためには NOPPOのよ
うな活動が必須なのではないかと思っています。
堀川さんは卒業後、北海道の酪農法人で就職されるとの
ことですが、就職活動の中で感じたことを教えてください。
　農業関係の企業説明会などの就活イベントの情報は、
探せば見つかりますが、「農業の生産現場で働きたい」と
思った時に情報収集に苦労しました。実際に農業の生産
現場で働いている方の「自分はこのように就活を進め、現
在農業とこのように関わっています」といった声がもっと
聞けるようになるといいなと思いました。
　社会人一歩目を、農業で始められることを今はとても
楽しみにしています。

NOPPOで活動する学生の声

就職先の選択肢に農業
「アグリゼミ」で情報交換
名城大学経済学部産業社会学科

堀川 双 さん
ほりかわ  そう

農業界地図Agri-map
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業
大
学
へ
進
学
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
農
業
を
身
近
に
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
在
学
中
に

農
業
関
連
の
部
活
に
所
属
し
、

農
業
を
学
び
な
が
ら
実
際
に
現

場
の
方
々
と
関
わ
る
中
で
、「
世

間
で
は
農
業
の
課
題
が
話
題
に
な

る
こ
と
が
多
い
が
、
現
場
で
は
高

い
志
や
思
い
を
持
っ
て
農
業
に
取

り
組
む
農
業
者
の
方
々
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
正
し
い
情
報
を
世

間
に
も
大

学
生
に
も

知
っ
て
ほ

し
い
」
と
い

う
思
い
を

　直
近
は
㈱
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
が
農

林
水
産
省
の
令
和
6
年
度
農
業

教
育
高
度
化
事
業
に
よ
り
開
催

す
る
学
生
・
指
導
者
・
現
役
農

業
者
向
け
に
農
業
の
リ
ア
ル
を

知
り
、
学
ん
で
も
ら
う「
ミ
ラ
イ

の
農
業
を
つ
く
る
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
」に
も
運
営
側
で
参
画
し
て

い
ま
す
。

　現
地
で
の
参
加
が
難
し
い
学
生

は
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
少

人
数
制
の
農
業
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強

会「
ア
グ
リ
ゼ
ミ
」に
参
加
す
る
こ

と
で
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
の
農
業

ト
ピ
ッ
ク
を
学
び
な
が
ら
、
実
際

に
そ
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
農
業

者
・
農
業
関
係
者
の
方
々
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　よ
り
深
く
農
業
界
と
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
に

は
、
当
社
が
取
り
組
む「
農
業
界

地
図
A
g
r
i

-

m
a
p
」や「
ア

グ
リ
ゼ
ミ
」の
運
営
に
携
わ
り
、実

際
に
自
分
た
ち
で
関
心
の
あ
る
テ

持
つ
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
い
た

り
ま
す
。

　当
社
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
新

潟
県
や
秋
田
県
で
行
う
農
業
体

験
・
研
修
で
は
、
大
学
生
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
各
地
か
ら
参
加
し

た
学
生
た
ち
が
実
際
に
農
作
業
を

体
験
し
な
が
ら
普
段
聞
く
こ
と
の

で
き
な
い
農
業
者
の
方
々
の
声
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
場
や
交

流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　会
社
が
掲
げ
る
テ
ー
マ
で
あ
る

「
農
業
界
と
大
学
生
の
出
逢
い
の

場
を
創
る
」の
と
お
り
、「
農
業
×

大
学
生
」の
交
流
の
場
を
創
出
す

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
地
域
を
超
え
て
農
業
者
・

農
業
関
係
者
の
方
々
と
大
学
生

の
交
流
を
生
み
出
す
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
の「
ア
グ
リ
ゼ
ミ
」、
就
活
生

に
は
な
じ
み
の
あ
る「
業
界
地
図
」

の
農
業
版「
農
業
界
地
図
A
g

r
i

-

m
a
p
」（
ア
グ
リ
マ
ッ
プ
）

の
製
作
、
新
潟
県
長
岡
市
や
秋

田
県
大
潟
村
の
稲
作
農
家
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
開
催

す
る
稲
作
体
験
・
研
修
の
企
画
、

大
学
生
目
線
で
農
業
を
伝
え
る

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
V
O
I
C
E
」

の
製
作（
休
刊
中
）
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　私
は
実
家
が
農
家
で
は
な
い
の

で
、
大
学
に
進
学
す
る
ま
で
農
業

に
関
わ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境
問
題
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
東
京
農

農
業
に
興
味
の
あ
る
若
い
世
代
に

も
っ
と
情
報
発
信
、交
流
の
場
を

「
農
業
界
と
大
学
生
の
出
逢
い
の
場
を
創
る
」

　
　
　
　
　㈱
N
O
P
P
O
代
表
取
締
役

　福
本
由
紀
子
さ
ん
に
聞
く

オンライン開催の「アグリゼミ」

に
よ
っ
て
、取
り
組
み
が
よ
り
活
発

に
な
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　実
際
に
農
業
界
に
就
職
す
る
学

生
た
ち
の
姿
を
見
て
い
る
と
、元
々

農
業
に
興
味
が
あ
る
学
生
に
も
、

今
ま
で
農
業
と
の
関
わ
り
が
な
か

っ
た
学
生
に
も
情
報
が
届
き
、関

わ
り
を
持
て
る
方
法
が
確
実
に
増

え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
後
、

農
業
の
正
し
い
情
報
が
よ
り
多
く

の
人
に
認
知
さ
れ
、農
業
界
と
大

学
生
が
つ
な
が
る
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
り
、「
農
業
界
に
就
職
す

る
」と
い
う
こ
と
が
、よ
り
メ
ジ
ャ
ー

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、学
生
た

ち
の
後
押
し
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

│
事
業
に
つ
い
て

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

│
N
O
P
P
O
で

　
　活
動
す
る
大
学
生
は

　
　ど
の
よ
う
に
農
業
に

　
　関
わ
っ
て
い
く
の
か

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

㈱NOPPO代表取締役
福本由紀子さん

オ
ン
ラ
イ
ン「
ア
グ
リ
ゼ
ミ
」

「
農
業
界
地
図
」や

体
験
・
研
修

大
学
の
部
活
で
農
業
を
知
り

農
業
者
の
声
聞
く
場
つ
く
る

農業体験は農業者から直接話を聞ける貴重な機会

農業者に取材する学生

ミライの農業をつくる研修プログラムでの現地視察

　
㈱
N
O
P
P
O
は
、「
農
業
界
と
大
学
生
の
出
逢
い
の
場
を

創
る
」会
社
と
し
て
２
０
０
６
年
３
月
に
設
立
し
、
農
業
に
興

味
の
あ
る
大
学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
情
報
発
信
や
活
動
の
場

を
創
出
し
て
い
ま
す
。
代
表
取
締
役
の
福
本
由
紀
子
さ
ん
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　      

【
広
報
・
調
査
部
】

で   

あ

つ
く

ー
マ
を
決
め
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
方

に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
た
り
、取
材

や
記
事
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の

作
成
な
ど
を
通
じ
て
、
主
体
的
に

農
業
と
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
の
は
、

実
際
に
農
業
に
携
わ
る
農
業
者
の

方
々
や
農
業
界
で
働
く
方
々
で
す

が
、そ
こ
に
大
学
生
を
は
じ
め
と
し

た
若
い
世
代
が
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

㈱NOPPOのHPはこちら

│
N
O
P
P
O
の
事
業
を

　
　行
う
き
っ
か
け
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

若
い
世
代
増
え
て
活
発
に

「
農
業
界
に
就
職
」後
押
し

│
今
後
の
展
望
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

NOPPOの活動に参加するきっかけを教えてください。
　就職先の選択肢として農業を考え始めた時に「もっと
農業の勉強を日常的にしたい」「同世代と農業をテーマ
に交流したい」という思いから、X （旧 Twitter）で「大
学生　農業　交流」と検索。そこで NOPPOの活動を
見つけました。
｢アグリゼミ｣に参加した感想を教えてください。
　「アグリゼミ」では同世代との交流ができるだけでな
く、他の学生がどのような思いで農業と関わっているの
か知ることができ、同時に自分が農業にどのような思い
を持っているのかを見つめ直す機会になりました。また、
農業系の学校に通っているわけではない私にとって、
実際にいま農業に関わっている方からのお話を聞けた
り、情報交換ができたりすることはとても貴重な経験で
した。
　今後の農業界の担い手確保のためには NOPPOのよ
うな活動が必須なのではないかと思っています。
堀川さんは卒業後、北海道の酪農法人で就職されるとの
ことですが、就職活動の中で感じたことを教えてください。
　農業関係の企業説明会などの就活イベントの情報は、
探せば見つかりますが、「農業の生産現場で働きたい」と
思った時に情報収集に苦労しました。実際に農業の生産
現場で働いている方の「自分はこのように就活を進め、現
在農業とこのように関わっています」といった声がもっと
聞けるようになるといいなと思いました。
　社会人一歩目を、農業で始められることを今はとても
楽しみにしています。

NOPPOで活動する学生の声

就職先の選択肢に農業
「アグリゼミ」で情報交換
名城大学経済学部産業社会学科

堀川 双 さん
ほりかわ  そう

農業界地図Agri-map
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しずおか『手しお屋』

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

　小ぶりで球形の「石川小芋」はサトイモの仲間で、「石川
早生丸」というサトイモの孫芋です。親芋１株に子芋が約
6個でき、その子芋に「石川小芋」となる孫芋が3、4個でき
ます。親芋・子芋から栄養をたっぷりもらって育つ孫芋は、
最もおいしい部分と言われています。
　その栽培方法は門外不出。肥料の量、水管理など細心
の注意を払い、収穫後は周りについた毛羽を手作業で取
るなど、愛情をかけて大切に育てられています。
　「石川小芋」は、ゆでると皮がつるんとむけて肌はきめ細
かい白色、ねっとりとした食感とコクのある味が特徴です。
煮崩れしにくく硬さやえぐみもないので、汁物、煮物、焼き
物と幅広い料理でお楽しみいただけます。

発行／全国農業協同組合連合会　2024年（令和6年）10月14日発行（毎週月曜日発行）
第3484号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

久米仙酒造×ニッポンエール
Wレモンサワーの素

親子で稲刈りを体験した参加者

　「久米仙酒造×ニッポンエール Wレモンサワーの素」は、JA広島果実連が供給する広島県
産のイエローレモンとグリーンレモンの果汁を使用したサワーの素です。無糖で2種類のレ
モンの香りと素材本来の味わいをいかしたサワーの素に仕上げました。
　全農は、国産農畜産物の消費拡大や生産振興に向けて、今後も「ニッポンエール」の取り
組みを全国の産地・品目に拡大していきます。

　全農は久米仙酒造㈱と連携し、「久米仙酒造×ニッポンエール Wレモンサワーの素」を
共同開発しました。10月16日から生協などを中心に発売します。      　　　【営業開発部】

もと

JA全農提供　BS朝日（BS５チャンネル）
俳優工藤阿須加さんが農家へ転身した様 な々人の“就農のリアル”に迫ります！
毎週水曜22:00～22:30放送

久米仙酒造
との

共同開発商品

 久米仙酒造×ニッポンエール

「Wレモンサワーの素」
  を新発売

　体験会は、今年で３回目。参加した親子9組は、５月の田植え体験会、７月の３－Ｒ
のキュウリ苗植え体験会にも参加しました。
　参加者に、今年５周年を迎えた３－Ｒブランドについて、耕畜連携や資源循環の
仕組みなどを説明。その後、３－Ｒブランドの商品であり「循環米せらにしあきさか
り」の原料となる、「あきさかり」の稲刈り体験を行いました。
　参加者は、「稲を刈るのが難しかったが、楽しかった。これからもお米をたくさん食
べる」と笑顔で話しました。同組織の小迫高代表は「資源循環や米がどのようにでき
ているのかを知ってもらい、食の大切さを実感してほしい」と語りました。

　広島県本部は9月２１日、耕畜連携・資源循環ブランド「３－Ｒ（さん・あーる）」
に取り組む農業法人連携組織「おぐにフィールド」の圃場（世羅町）に親子９組
を招き、「３－R」稲刈り体験会を行いました。　　　　　　　　　　【広島県本部】

ほじょう

  「３－Ｒ」稲刈り体験会を開催
    親子9組、耕畜連携や資源循環の仕組みも学ぶ

休刊のお知らせ
10月21日号は休刊いたします。
次号は10月28日号です。

石川小芋２kg・Ｌ
ＪＡ遠州夢咲（サトイモ）・・・8350円（税込み）

皮のむきや
すさが特徴
です。
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